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Abstract: The changes in bacterial and fungal numbers on tatami-mats of a judo hall in Nippon Sport Science 
University was followed throughout the year. The results shown that bacteria decreased when fungi on the 
tatami-mats increased. And then, bacteria always increased when fungi decreased. Such an inverse correlation 
between the increase and decrease in bacteria and fungi is presumably caused by not only mutual competition for 
nutrients but also antibacterial substances produced during the growth of a large number of fungi, which inhibit 
bacterial growth. We herein tested the sensitivity of bacteria frequently isolated from tatami-mats of the judo hall 
throughout the year to fungi, cultured using the paper disc method. There has been no report on the scanning 
electron microscopic observation of inhibitory zones until now. Scanning electron microscopic observation of 
inhibitory zones on a bacteria and fungi isolated from tatami-mats of a judo hall was studied.
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ウ糖 40.0 g/l）で 27°C，12 週間，振蘯培養（TAITEC, BR-
300LF）を行った3)。その後，3000 rpm で 15 分間遠心
し，上清液を得た。上清液は，0.22 µm のメンブレンフィ
ルター（Billerica, Ma, USA）で濾過した後，-80°C で凍
結し，2 日間，凍結乾燥機（Labconco Model 75035, 



























タルアルデヒドを 15 cc 注ぎ，4°C，2 時間固定を行っ
た。次に，固定液をピペットで取り除いた。寒天培地






末 2.0 g/l，カザミノ酸 17.5 g/l，溶性デンプン 1.5 g/l，カ
ンテン 17.0 g/l）を使用した。抗菌検定試験は凍結乾燥真
菌培養液を 10 倍に濃縮した液を 80 µl，直径 10 mm の
ペーパーディスク（ADVANTEC）に滴下し，各々の寒
天培地上に置き，37°C，24 時間培養し判定した8)。












寒天の厚さ（高さ）を約 2 mm に薄切した9)。薄切寒天
は，濃度 100％のエタノールで，脱水処理を 3 回行っ
た。次に，酢酸イソアミルに 15 分間浸漬し，処理を 2
回繰り返した後，臨界点乾燥装置（JCPD-5, JEOL）で，
液化炭酸ガスを用いて試料を乾燥させ，オートファイ




図 3　Bacillus subtilis に形成された阻止円の SEM 像（v）。左側が阻止円領域（E），右側が細菌増殖領域（F）を示す。阻止円，
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思われる。図 3 は栄養型の Bacillus subtilis の 24 時間後
の阻止円の像である。すなわち，境界より左側が阻止
円（E）で，右上側が増殖領域（F）である。細菌の増
殖領域では鞭毛様の構造が無数に確認できることが分
かった（vii）。現状では走査型電子顕微鏡による鞭毛
観察は試料作製技術が困難とされ，鞭毛観察の報告は
ほとんどみられない。今回，われわれの固定法による
鞭毛様構造の観察については，今後さらに固定法を検
討し，確かなものにしたい。一方，阻止円の内部領域
に確認される菌体は増殖領域の菌体とは異なり，表面
に粒状構造が確認され，同時に桿菌の幅が狭いことが
分かる。以上，柔道場の畳から高頻度に分離同定され
た細菌を真菌培養液で処理し，阻止円が形成されるこ
とが分かった。次に，走査型電子顕微鏡を用いて，阻
止円の観察を可能にした。阻止円と増殖領域を比較観
察すると，細菌の増殖領域では菌体の微細構造の変化
はみられなかった。しかしながら，走査型電子顕微鏡
観察では，増殖領域が阻止円との境界近辺に近付くほ
ど，増殖領域に著しい表面構造の変化が確認された。
4.　結　　論
先に，年間を通して柔道場の畳から採取した細菌と
真菌との個数がミラーイメージを示すことをみいだし
た1)。この現象は真菌の産生する抗菌様物質によって起
こる。今回，ペーパーディスク法による抗菌検定試験
で得られた阻止円について，走査型電子顕微鏡で菌体
の表面構造を観察するため，阻止円の試料作製方法を
試みた。その結果，阻止円領域と増殖領域に存在する
